
平成30年11月4日発行　群馬県議会だより　（4）

作
成
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
稜
線
で
つ
な
が
る

各
温
泉
地
が
連
携
し
て
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
は
、

新
た
な
観
光
誘
客
の
目
玉

に
な
る
た
め
、
今
後
も
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
に
つ
い
て

 

リ
ベ
ラ
ル
群
馬　

本
郷　

高
明

Q
児
童
生
徒
に
向
け
て
、
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
と
し

て
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
」
を
行
う
べ

き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
」
は
、
自
殺
防
止

の
観
点
か
ら
、
非
常
に
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
年
１
月
に
出
さ
れ
た
国
の
通
知
を
踏

ま
え
、
関
係
機
関
に
改
め
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
受
け
止

め
方
を
含
む「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
」

を
充
実
さ
せ
る
よ
う
通
知
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
、
中
学
生
対
象
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す

る
教
育
」
の
県
版
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
お
り
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
普
及
さ
せ
、
各
校
の
取
組
の

充
実
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

の
今
後
の
取
組
方
針
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

久
保
田　

順
一
郎

Q
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
と
し
て
、
産
地
・
生
産
者
に
対
し
て
Ｇ

Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
気
運
の
醸
成
を
促
す
と
と
も
に
、

認
証
取
得
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
取
組
方
針
を
伺

い
ま
す
。

A
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
大
会
を
契
機
と
し
て
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
手
法
を
導
入
し
て
も

ら
う
た
め
の
普
及
・
啓
発
を
続
け
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
注
１
等
の
認
証
取
得
に
向
け
た
指
導
・

助
言
等
の
支
援
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

注
１　

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
：
日
本
発
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度

県
議
会
で
は
皆
様
の

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
異
常
気
象
に
よ
る
野
菜
へ
の
影
響

等
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

山
﨑　

俊
之

Q
猛
暑
や
豪
雨
な
ど
、
異
常
気
象
に
よ
る
野
菜

へ
の
影
響
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。A

近
年
多
発
し
て
い
る
異
常
気
象
に
よ
り
、
露

地
野
菜
で
は
、
高
温
少
雨
に
よ
る
キ
ャ
ベ
ツ

の
収
穫
期
の
前
進
化
や
小
玉
化
、
豪
雨
に
よ
る
土

壌
流
出
、
ほ
場
の
浸
水
や
病
害
が
発
生
し
、
施
設

野
菜
で
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
高
温
に
よ
る
ほ
う
れ
ん

そ
う
の
発
芽
不
良
や
ト
マ
ト
の
着
果
不
良
な
ど
の

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
は
、
遮
光
資

材
の
利
用
や
屋
根
散
水
等
に
よ
る
ハ
ウ
ス
の
冷
却

技
術
の
導
入
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
排
水
溝
の
設

置
、
適
正
防
除
な
ど
を
指
導
・
支
援
し
て
い
ま
す
。

９
月
27
日
㈭◎

館
林
市
本
町
の
中
央
通
り
線
の
現

道
拡
幅
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

多
田　

善
洋

Q
館
林
市
本
町
の
中
央
通
り
線
の
現
道
拡
幅
工

事
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
や
整

備
期
間
も
含
め
た
今
後
の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

A
本
工
事
は
、
幅
員
狭
小
で
歩
道
の
な
い
延
長

５
６
０
ｍ
区
間
に
歩
道
を
設
置
し
、
車
道
を

拡
幅
す
る
事
業
で
す
。
地
域
住
民
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
を
踏
ま
え
、
歩
行
者
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
、
良
好
な
街
並
み
形
成
の
た
め
の
電
線
類
の
地

中
化
な
ど
賑
わ
い
を
創
出
す
る
計
画
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
に
事
業
着
手
し
、
今
年
度
か
ら

用
地
買
収
に
着
手
す
る
予
定
で
、
平
成
39
年
度
の

完
成
を
目
標
に
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
ぐ
ん
ま
県
境
稜
線
ト
レ
イ
ル
と
関

係
温
泉
地
と
の
連
携
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

萩
原　

渉

Q
「
ぐ
ん
ま
県
境
稜
線
ト
レ
イ
ル
・
温
泉
郷
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
関
係
温
泉
地
が
連
携

し
、
協
働
で
地
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
施
策
が

有
効
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
稜
線
ト
レ
イ
ル
の
麓
に
は
、
多
く
の
温
泉
地

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
県
も
全
線
開
通
前
か

ら
、
稜
線
ト
レ
イ
ル
と
周
辺
温
泉
地
を
結
び
つ
け
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
や
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

　若者の政治への関心を高めるため、第３回前期定例会において、
『ぐんまシチズンシップ・アカデミー』を開催しました。
　４年目となる今年は、３日間で、県内の６大学から計３７名が
参加しました。大学生の皆さんは、本会議を傍聴した後に県議会
議員と意見交換を行い、政治
や議会への関心を深めました。

【参加大学】
高崎経済大学、共愛学園前橋
国際大学、群馬大学、県立県
民健康科学大学、県立女子大
学、桐生大学

トピックス

議員と学生との意見交換

　平成30年 10月 19日に、第52回沖縄「群馬の塔」慰霊祭が、
沖縄県の平和祈念公園で行われ、橋爪議長が出席しました。
　沖縄「群馬の塔」は、沖縄と南方諸地域等で戦死された群馬県
出身者を慰霊し、世界平和を祈念するため、昭和38年に建立され

ました。
　52回目となる今回の慰霊祭には、
遺族や県及び市町村の代表者ら約50
人が参列しました。式典では群馬県
遺族の会の川村会長の式辞に続い
て、橋爪議長が、御霊の安らかなら
んことを祈り、郷土の平和と繁栄を
誓う慰霊の辞を捧げました。

◎ ぐんまシチズンシップ・アカデミーを開催

◎ 第５２回沖縄「群馬の塔」慰霊祭

後期定例会は、11月27日から12月17日までの予定です。
本会議・委員会は、どなたでも傍聴できます。

月　日 曜日 議事予定 月　日 曜日 議事予定 

11月27日 火 本会議
( 後期開会・提案説明） 12月  7日 金

常任委員会
30日 金

本会議
（質疑及び一般質問）

10日 月

12月  3日 月 12日 水 特別委員会

5日 水 17日 月 本会議
（委員長報告・議決・閉会）

第３回後期定例会のご案内

県議会を傍聴しませんか

◎ ｢県議会だより｣ は、年４回発行しています。次号は、平成 31年１月１日 ( 火 ) 発行予定です。
◎ ｢県議会だより｣ についてのご意見を政策広報課までお寄せください。☎027-897-2891  FAX027-243-4211 giseisaku@pref.gunma.lg.jp

県議会の情報は、ツイッターでも発信しています。県議会ホームページ 群馬県議会 検索

慰霊祭での橋爪議長

＊ 本会議・委員会は、どなたでも傍聴することができますので、ぜひお越し
ください。開会は、おおむね午前１０時からです。

　 本会議は当日の午前９時から、委員会は午前８時３０分から、それぞれ先
着順に受け付けます。

（本会議傍聴の問い合わせ先／議会事務局総務課 ０２７－２２６－４１１１）
（委員会傍聴の問い合わせ先／議会事務局議事課 ０２７－２２６－４１２３）

★ 県議会ホームページ「議会中継」 
＜生中継＞＜録画＞
本会議（全日程）と決算特別委員会総括質疑をご覧いただけます。

スマートフォンはこちらから

◎県議会中継

インターネット

テ レ ビ ★群馬テレビ　午前１０時～　＜生中継＞
本会議（質疑及び一般質問）をご覧いただけます。

県
議
会
中
継

◎県議会だよりは
　スマートフォン等で
　ご覧になれます。

◎ 過去の県議会だよりは 
こちらからご覧ください。 県議会では、弔電を自粛する申し合わせを

行っています。

万座温泉


